
れんらくせん

主主 6 巡送の I1闘序。

国鉄における連絡船事業は， 白木固有鉄道法第 3 条の規定に

より ， 鉄道事業に関連するものに限られており ， 現在青森 ・ 函

館開，字出IJ . 高松l尚， 仁方 ・ 姻江間， 下関 ・ 門司港問， 富島 口 ・

宮島 l1tlおよび大畠 ・ 小松港聞の 6 航路において行われている。

これらの航路では旅客紛送はもちろん， 背函および字高の 2 航

路では1'(11"航送および客車 ・ 荷物111 ・ 郵便事等の航送を1'f l' ，

このほかに以l門航路をのぞいた各航路で市土手荷物 ・小荷物 ・ 新

11[1雑誌 ・ 郵使物等を取り扱 l "仁姻， 富島の両航路では小口扱

貨物を，凶I"J ， 宮必， 大島の 3 航路では自転車， リヤカ ーを，

また以|門航路で‘は小型自動"1工の輸送を行っている。

国鉄では連絡船を旅客 ・ 荷物および貨物の槍送ならびに連絡

船の保守を行う ， 鉄道管F.Jl局および船舶管理部の現業後関とし

ている。

使用船舶は背函船舶鉄道管理局に 14 隻(約 50，880 t) ， 広島鉄

道管理局に 7 隻(約 5，525 t ) , 字商船舶管理部に 6 隻(約 6，420

t) 配船されているが，広島局の宗谷丸 (3 ，656 L) はもっぱら国

鉄の事業m伏の輸送にゐたってい る。紛のÉ!1Ì芸員は11il依客船， 寄与

l成車両渡船，事阿波船，旅客船および貨物船の 5 極である。

連絡船には船長が世かれ， 鉄道官邸局長または船舶管理部長

の指仰を受けて 1 ・ 2 ・ 3 等航海士， 甲板長， 船匠， 甲 ji!Ï掛， 燥

だ掛， 甲板fよ十， 殴l刻長 ， 1 ・ 2 ・ 3 等機関士， 操括霊長， 館員席併，

後後燐，抗iかん街，齢!判傍ト，事務長，事務併， 船客長， 船客管

理併，制JlJl長 ， fJ~J理l掛， 船客掛，船舶給1:1: ， 船納i通信長および

2, 3等船舶通信士を指l1ll監督し ， 紛がlに属する一切の業務を処

JlJl している。これらの船員を連絡船員と いい ， また紛納従事A

とも l呼び， 予備船員を含めて約 3，600 人いる。(今留光国 ・宮原正

� 
れんらくせんいんし ょく めい連絡船員職名 国鉄の述紡船

(，'1'函 ， こjO: ~:í ， 1見!門等)に采組んでいる職員の職名をのべると ，

紛長の下に船の職務は1) 1板部， 括主l其I:~I ， 事務部，通信部に大別

され， '1'版部は卜 2 ・ 3 等航海士， 1 [1 板長， fP Il11.椀 ， 操舵(だ)

tJf， 骨ü匠 ， q:r板掛の各職により ， 股|並l部は俄l掲長， 1 ・ 2 ・ 3 等

俄|刻土， t:必僚長， 燦l其l掛，操かん掛， t*惨J卦， f畿Ji)Ï併により，

事務部11:Ul f務長， 首席'IG;高掛， 事務f!ト， 調辺長， 訊，IF.Jl掛， 船客長，

船客管組織，船舶給tt ， 船客併により ，通信部は紛紛通信長，

2 ・ 3等船舶通信士によってそれぞれ附成されて述絡船の業務を

遂行している。船舶来務員の職務内容は， 鉄道連絡船であって

も一般船舶の場合と大問小具であるが， ただ鉄道連絡船の特奥

性として，航送貨111の受渡しを記帳する ~lq:J; t卦の駿がある。

船長は察組只を指W'ii~脅 して，;m申告船に属するいっさいの紛

務を行う。航海士は航海中は航海当直につき航海の責任を負い，

航送貨物 ・ 車両の受授保管のnに当る。機関長， 11量|羽士は船舶

の滋|員iの巡転 ・ 保守のJ.'{任者である。船舶通信長， 紛納通{富士

は船舶の知事以通信の操作を行う。船長，蛾i刻長，結盟関士， 航悔

士， 船舶通信士の各殺は， 船舶職員法による海技従事者の免許

を取らなければならなし、。事務長以下の事務部の各械は， 一般

的な事務のほかに旅客の取扱関係業務を1T5 0 (加藤誠次郎)

れんらくせんしてい 連絡船指定 航路区間または航路区間

経由となる事扱1't<10/;に対し，荷送人が連絡船伎を指定すること

を L 、う。こ の取扱は臨時の約束として行われる。 (m森直樹)

れんらくせんのし 々 り ょう せきさいせつぴ 連絡船の車両

積載設備 国鉄では鉄道路線の一環として，鉄道と鉄道，鉄道

と自動車の間に介在する海上路線，すなわち航路に連絡船を配
し， 旅客および貨物の陸海-J1輸送を行っているが， そのうち

本州 と北海道を結ぶ1!?森 ・ 函館間ので1' 1衷航路， 本州 と四国を結
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ぶ宇野 ・ 高松聞

の字高航路には，

一般紛紛と異な

った特殊の車両

航送設備を有す

る連絡船，正確

にいえば旅客と

同時に車両を と

う 載する 1II~客

船， 客載車両渡

船， 111両のみを

談放鉱送する車

両渡船を五I!航し

ているが， これ

ら述絡船の車両

絞殺設備にはつ

ぎの よう なも の

がある。

1 車両甲板

111両をfj(載す

る甲板で，こ の

甲板上には 2-

4 線の軌道が敷
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1. 車両渡船 "!f商航路巡絡船宮古 8W商丸

2. 111両渡船宇高航路述給量fl第 3 字

;凶丸の111同甲仮
設されていて，

車両は陸上水際に施設される可動橋を経て船尾 (J11両波紛の併

迭によっては紛首)から車両甲板上に絞1{まされ， また陸上軌道

に伝送される。車両甲板上の線路は左舷 (げん) 側を紛 l 干号線と

し l順次紛 2 干号線， 船 3 番線と呼称する。

2 連絡船の線路有効長およびとう獄事問数

込;111 1M 1 2M| 3 紙 4 番線 積載111

I�!lJ I 1!I 瓦? | 耶数 夏効 1jI数 有長効 耳I数 (μ) 
m η3 m m 両

S 型船 901 11 63 8 19 

W 型船 961 12 103 13 67 8 96 12 45 

H 型船 921 11 103 13 67 8 92 11 43 

瀬 戸丸型 61.5 7 61.5 7 14 

第 1 ・ 2 字高 43.3 5 1 43.3 5 10 

第 3 宇高 64.2 8 1 49.0 61 64.1 8 22 

S 裂は羊蹄丸型の客敏ljI丙渡船1

w裂は背函丸型およひ日高言L I 青函航路

H型は石狩 ・ 十勝 ・ 渡島丸 l 

瀬戸丸型，第 1 ・ 2 ・ 3 宇高丸 字高航路

3 車両緊締具 船の動嬬による脱線，転援を防ぐため紛と

車両とを緊締する設備で， 甲高E緊締具と乙極緊締具とに区分す

る。

(1) 甲極緊締具 両端にかぎのある鎖で，中央部に締付ねじ

のあるもの。甲板上に取付けてある鉄球と車両の台枠(だいわ

く)とを締付ねじで十分に緊践する。

(2) 乙種緊締具 かぎおよひ.締付ねじのある 3 又欽鎖。船内

各線後端の車両はこの緊締具を用い，その鉄鎖の I 端を連結1}:f

に巻き ， 他の 2 端を甲板上に取付けてある欽環にかけ，締付ね

じで十分緊張する。

4 付属設備 (1) 紛首部1111止装置 軽量l羽車用坐付自動連結

Mが設備されている (2) 船尾部事止装位向上 (3) 緊締具

用 ν ール 緊締具のすべ り止め。

5 その他 設備というよりも用具に属すべきもので， 車輪




